
1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています!
防護カバーを外すことなく、内部の管体の点検・調査（電磁波、赤外線など）・診断する技術（画像を解析・診断

するなど異常箇所や劣化状況の判定）

水管橋や橋梁添架管の点検は、外部から目視にて行っていますが、凍結防止等のために防護カバーを設置している

箇所では、管体の点検を行うために、防護カバーを外す必要があります。

外部からの目視確認で、防護カバーに問題はないと評価した場合でも、内部の管体が劣化している可能性があること

が考えられます。

このため、適切に水管橋等の状況を把握するためには、防護カバーを外して点検を実施する必要がありますが、それ

には外部からの目視確認と比べ、費用と時間を要することとなります。

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

仮設足場の設置や橋梁点検車両を用いた、防護カバーの撤去復旧作業を代替することが期待されます。

当局では約2,700橋の水管橋等を管理しています。このうち、約190橋に防護カバーを設置しています。
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